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第 29 回 一 般 社 団 法 人日本顎関節学会総会・学術大会 ; 2016 
7/17-7/18(7/17); 箱根（湯本富士屋ホテル）. 
54. 井上真梨子, 宗像花楠, 木村萌美, 岡村衣里, 村岡渡, 佐藤仁, 西
須大徳, 臼田頌, 中川種昭, 和嶋浩一. 3 次医療機関としての口腔顔面痛
外来の概要. 第 21 回日本口腔顔面痛学会学術大会・第 16 回アジア頭蓋
下顎障害学会学術大会・2016 年国際疼痛学会口腔顔面痛 special 
interest group 学術大会 ３学会共同開催; 2016 9/24-9/25; 横浜
（神奈川県歯科医師会館ホール）. 
55. 中山亮平. 腎移植患者に発生した歯肉増殖症に対し切除療法を行
い改善を得た一症例. 第 6 回日本歯周病学会関東 9 大学・臨床歯周病学会
関東支部合同研修会; 2016 11/27; 東京（日本大学危機管理学部）  
56. Morita M, Yoshida S, Iwasaki R, Kawana H, Miyamoto T, 
Nakagawa T. Smad4 In Osteoclasts Reduce Bone Mass by 
Inhibiting Osteoclast Differentiation. 第 20 回日本顎顔面インプラ
ント学会総会・学術大会; 2016 12/3-12/4; 東京都（東京医科歯科大学 
M&D タワー）. 
57. Kanako M, Wataru M, Hitoshi S, Hironori S, Sho U, 
Mariko I, Wajima Koichi, Nakagawa Taneaki. Analyzing 
relationship between jaw stiffness and heart rate variabil ity. 第
21 回日本口腔顔面痛学会学術大会・第 16 回アジア頭蓋下顎障害学会学
術大会・2016 年国際疼痛学会口腔顔面痛 special interest group 学術
大会 ３学会共同開催; 2016 9/24-9/25; 横浜（神奈川県歯科医師会館
ホール）. 
 



 
国内招待講演 
(1-29) 
 
1. 西須大徳. 神経障害性疼痛様刺激における扁桃体でのリボソーム
タンパク質の発現変化. “痛みに関連した不安関連因子”のゲノムワイド検
索. 第 10 回に本緩和医療薬学会年会; 2016 6/3-6/5; 浜松(アクトシテ
ィ浜松). 
2. 莇生田整治, 山田有佳. 当科における再発・転移口腔癌の長期コ
ントロール. 東京口腔外科化学療法懇話会（メルクセローノ株式会社）; 
2016 2016.6; 東京. 
3. 森田麻友, 岩崎良太郎, 河奈裕正, 中川種昭, 宮本健史. 破骨細胞
に発現する Smad4 は破骨細胞の分化抑制および骨量維持に必須である. 
第 7 回 Orthopedic Research Club, 主催：中外製薬（株）; 2016 
11/19-11/20; 千葉県木更津市. 
4. 森川暁. 高純度間葉系幹細胞の研究展開および臨床応用への可能
性. 奥羽大学歯学部歯科保存学講座３科医局総会; 2016 12/7; 郡山 (ビ
ックアイ). 
5. 堀江伸行. ISUS を用いた広範囲顎骨支持型補綴. 第 20 回公益社
団法人日本顎顔面インプラント学会総会・学術大会; 2016 12/4; 東京
（東京医科歯科大学 M＆D タワー）. 
6. 和嶋浩一, 小見山道, 大久保昌和, 石垣尚一, 原節宏, 松香芳三, 
村岡渡, 有馬太郎. ハンズオンコース DC/TMD に準拠した咀嚼筋触診の
実際. 第 29 回一般社団法人日本顎関節学会総会・学術大会; 2016 
7/17-7/18; 箱根（湯本富士屋ホテル）. 
7. 和嶋浩一. 顎関節症と口腔顔面痛 2016. 帯広歯科医師会学術講
演会; 2016 11 月; 東京. 
8. 和嶋浩一. Orofacial pain とは. 慢性疼痛研究会学術講演会; 
2016 11 月; 東京. 
9. 和嶋浩一. ：痛みの発生メカニズムに応じた薬物療法－鎮痛薬の
上手な使い方－. 東京大学医学部口腔外科学教室学術講演会; 2016 4 月; 
東京. 



10. 和嶋浩一. 非歯原性歯痛の理解. 長野県歯科医師会学術講演会; 
2016 2 月; 長野市. 
11. 和嶋浩一. 非歯原性歯痛の理解. 宮崎市歯科医師会学術講演会; 
2016 1 月; 宮崎市. 
12. 和嶋浩一. 口腔顔面痛に対するアミトリプチリン使用の意義と注
意点、歯科医師に求められる神経障害性疼痛に対する知識と診療上の注意
点. 日本口腔顔面痛学会、日本口腔外科学会、日本歯科麻酔学会、日本薬
物療法学会共催シンポジュム; 2016 12 月; 東京. 
13. 和嶋浩一. 口腔顔面痛の臨床診断推論. 第 23 回日本歯科医学会
総会; 2016 10 月; 福岡. 
14. 和嶋浩一. 緊張型頭痛に症状が類似する二次性頭痛、シンポジュ
ウム 緊張型頭痛をどう捉えるか. 第 44 回日本頭痛学会総会; 2016 10
月; 京都市. 
15. 和嶋浩一. 顎関節症の標準的治療. 日本顎関節学会 2016 学術講
演会; 2016 10 月; 東京. 
16. 和嶋浩一 . 口腔顔面痛の臨床診断推論. 日本口腔顔面痛学会
2016 口腔顔面痛診断実習セミナー; 2016 8 月; 東京都. 
17. 和嶋浩一. 初心者にもわかる顎関節症治療. 第 29 回一般社団法
人日本顎関節学会総会・学術大会; 2016 7/17-7/18; 箱根（湯本富士屋
ホテル）. 
18. 和嶋浩一. 臨床に使える顎関節症の最新知識. 秋田県歯科医師会、
日本顎関節学会共催学術講演会; 2016 7 月; 秋田市. 
19. 和嶋浩一. 顎関節症の各病態に対する(標準的)治療. 日本顎関節
学会 2016 学術講演会; 2016 5 月; 福岡. 
20. 和嶋浩一. 神経障害性疼痛の薬物療法の各種ガイドラインの解説. 
日本口腔顔面痛学会 2016 エキスパートセミナー; 2016 3 月; 大阪府. 
21. 中川種昭. 歯周病と糖尿病のただならぬ関係̶医科歯科連携をふ
まえてー. 第８回伊豆長岡糖尿病療養指導士セミナー; 2016 12/3; 伊豆
の国. 
22. 中川種昭. 感染症としての歯周病とその治療を再考するーメイン
テナンスを意識してー. 日本臨床歯周病学会関西支部教育研修会; 2016 
11/23; 豊中. 



23. 中川種昭. 口腔と全身疾患のかかわりー医科歯科連携を意識して
ー. 大田区大森歯科医師会; 2016 10/31; 東京. 
24. 中川種昭. 歯周病と糖尿病のただならぬ関係̶医科歯科連携をふ
まえてー. 第 30 回福島 DM スタッフ懇話会; 2016 10/15; 福島. 
25. 中川種昭. 感染症としての歯周病とその治療を考えるー歯周外科
の概念・適応・基本術式を意識してー. 千葉臨床歯科フォーラム; 2016 
7/24; 千葉. 
26. 中川種昭. 歯周病とつきあって気がついたら３０年. 東京歯科大
学同窓会三水会; 2016 7/20; 千葉. 
27. 中川種昭. 歯科からアプローチする生活習慣病̶歯科の持つポテ
ンシャルー. 岡山県歯科医師会; 2016 7/2; 岡山. 
28. 中川種昭. 感染症としての歯周病とその治療を考えるーメインテ
ナンスを意識してー. 東京歯科大学同窓会青森県支部; 2016 3/5; 青森. 
29. 中川種昭. 口腔と全身疾患のかかわり. 第 19 回日本腸内微生物
学会総会・学術集会; 2016 8/27; 東京. 
 
 
学内発表 (1-3) 
 
1. 角田和之 . 当科における口腔乾燥症の診断と治療について . 
2016 年度第２回漢方ネットワークフォーラム; 2016 2016. 10. 18.; 
東京 慶應義塾大学病院. 
2. 池浦一裕. 白虎加人参湯の使用経験例. 第 2 回漢方ネットワーク
フォーラム; 2016 10/19; 東京  
3. 池浦一裕. 当科におけるシェーグレン症候群の診療・研究トピッ
クス. シェーグレン症候群診療連携ミーティング; 2016 7/13; 東京  
 
	
 

競争的研究資金	
 (1-3)	
 
	
 

1.	
 安居孝純, 中川種昭, 森川暁, 馬渕洋. 高純度歯髄幹細胞の顎骨
壊死治療への応用（16K11656）. 慶應義塾大学: 文部科学省 科学研究



費補助金 基盤研究(C);	
 2016-04-01 – 2020-03-31.	
 
2.	
 莇生田整治, 森川暁, 吉川桃子. 標準治療抵抗性口腔扁平上皮癌
における癌間質細胞を標的とした新規治療法の開発（16K11521）. 慶
應義塾大学: 文部科学省 科学研究費補助金 基盤研究(C);	
 2016-04-01 – 
2019-03-31.	
 
3.	
 吉川桃子. 口腔扁平上皮癌におけるセツキシマブ耐性化に伴う代
謝変化の解析と新規治療法の考案（16K20613）. 慶應義塾大学: 文部科
学省 科学研究費補助金 若手研究(B);	
 2016-04-01 – 2018-03-31. 
 
	
 

特許	
 (1)	
 
	
 

1.	
 黄地健仁, 森川暁, 中川種昭, 岡野栄之, inventors ヒト iPS 細胞
から、ヒト歯原性上皮細胞やヒト歯原性間葉細胞を製造する方法.	
 Japan 
patent	
 特願 2016-073957(P2016-073957).	
 2016 平成 28 年 4 月 1 日 
(2016.4.1).	
 
	
 

 


